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令和５ (2023)年度事業報告書 

令和５年４月１日から令和６年３月３１日まで 

 

         特定非営利活動法人 
歯科ネットワーク岡山から世界へ 

1. 概要 

令和５(2023)年５月に新型コロナウイルス感染症まん延防止のための規制が緩和された

ことを受け、国内外ともに活動を再開した。 

 

以下、2023年度事業計画の “２ 事業の実施に関する事項（１）特定非営利活動に係

る事業”に沿って報告する。 

 

2. 活動内容 

(1) 発展途上国又は歯科治療不拡充地域での歯科保健健康推進事業 
1. ベトナム・ホーチミン市における無料歯科治療と予防啓発活動（ヘルスプロモーショ

ン）の継続、実施により得た情報のデータベース化 
実施日 ：令和５(2023)年 10月 19日～22 日 
実施場所：ストリートチルドレン友の会 ビンチュウ能力開発センター（以下 FFSC） 
対象  ：寄宿者・通学者併せて 109名検診 24 名治療 19名サホライド塗布 

保健指導および予防啓発活動（ヘルスプロモーション）参加者 約 50名 
 

2. フィリピン・マニラ市における無料歯科治療と予防啓発活動（ヘルスプロモーション）
の継続、実施により得た情報のデータベース化 
実施日 ：令和５(2023)年 9 月 6 日～9 日 
実施場所：KapitBahay Aralan【KBA】Centers, Caloocan City 
対象  ：約 60 名の検診 約 21 名治療 50 名サホライド塗布 

保健指導および予防啓発活動（ヘルスプロモーション）参加者 約 40名 
 

3. 活動地における協力者態勢の拡充と組織化 
活動に長い間継続して参加している現地ボランティアを通じ、随時協力者を募集して
いる。 
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4. 在留外国人への予防歯科啓発活動の継続  
今年度から歯科衛生士のボランティアスタッフが加わり、的確でその場に応じた指導
ができるようになった。 
実施日 ：令和５(2023)年度内に 10 回実施した。 
実施場所：岡山県瀬戸内市 協同組合日越交流センター 研修棟 
参加者数：平均 1 回につき 15 名 

  
(2) その他の取組 

1. フィリピン マニラ市の Self Reliance and Development Konkokyo Center (以下 SRD)
独自学費支援プログラム（名称：School A Child）を会員へ紹介、支援に手を挙げた
会員を SRD へ紹介した。 

 
(3) 定例理事会 

偶数月の第一金曜日に行っている。今年度中に合計５回開催、内 1 回は対面で実施した。 
 

3. 令和５(2023)年度の課題と次年度 
ベトナムの FFSC・フィリピンの SRD ともに、継続的な活動の実施を望んでいる。両者の

要望と本会が活動を通じて成し遂げたいことの間には「ちがい」や「壁」が見られるが、長期
的な視点で啓発を継続し認識をすり合わせていきたい。 

 


